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ブロードバンド＆モバイルの普及は，新たなニーズを喚起

し日々の生活の利便性向上に貢献しています。ユビキタス情

報社会の実現に向け，今年よりNGN（次世代ネットワーク）

の商用サービスが世界に先駆け開始されました。今回は，

NGNを活用したサービスやソリューションのあり方と日立

グループの取り組みについて特集を組みました。

NGNは，従来の音声，インターネット接続利用など目的

ごとにあったネットワークをデータの伝送（トランスポート）

とサービスとに分離し，トランスポートをIPで統合化するこ

とにより，その上で提供するサービスの自由度を高めること

にねらいがあります。トランスポート分野では，容量が拡大

し特性が多様化するトラフィック需要への対応が求められる

中，日立グループではさらなる高速，高信頼性の追求，具現

化に注力するとともに，環境負荷低減への取り組みを進めて

います。サービス分野ではNGNを活用した個人，家庭向け，

企業向けサービスやソリューション技術の開発に注力してい

ます。

ここでNGNを活用したサービスを効率的に提供するため

の基盤（SDP: Service Delivery Platform）が重要な意味を持ってき

ます。SDPとは，通信事業者やサービス事業者に情報の流れ

やアクセスを管理する機能を提供し，より高度なサービスの

提供，オペレーションの効率化に寄与することにより事業者

の収益を支える基盤となるものです。日立グループでは，モ

バイル／固定網でのサービス提供基盤への取り組みを進めて

います。コンテンツ，メッセージサービスなど非電話系に加

え，電話，放送系での付加価値サービスをさまざまなユーザー

端末に提供し，多様な業種にインターネットアプリケーショ

ンの新たな付加価値を提供することをめざしています。

トランスポート分野では，統合化されたIPネットワークに

より高機能かつ安定したサービスを提供することが求められ

ます。IPトランスポート分野では，これまでの実績をベース

にエッジ領域での高機能化に注力しています。光トランスポー

ト分野では，パケット転送経路やリソースを統括的に管理し

利用者に安定したサービスを提供するために，最適に管理さ

れるIPネットワークの実現に向けた取り組みを，アクセス系

では，無線アクセスでの世代進化への対応をそれぞれ進めて
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います。また，次世代無線ブロードバンドの先駆けとして

2009年にはサービス開始が計画されているモバイルWiMAX，

さらにはLTE（Long Term Evolution）など次世代無線通信方式

の共通的な技術開発によるプラットフォーム化を進めてお

り，これらの取り組みについても紹介します。

一方，NGNが提供するサービスを利用するという観点で

は，企業向けネットワークシステムが注目されています。企

業ネットワークは，生産性向上，新たな事業創生による企業

価値の向上などの基盤としての役割を担っており，NGNに

よる新たな価値の提供が期待されます。日立グループでは，

まずすでに導入したユーザーに対し，NGNの環境にスムー

ズに移行するためのソリューションの提供を進めています。

さらにはネットワーク運用効率の向上を図るために，セキュ

リティ機能の改善，省エネルギー化を含む運用の自動化に向

けた取り組みを進めており，本特集ではこうしたNGN活用

ソリューションの取り組みを紹介しています。

日立グループは，ビジネス，ライフ，コミュニティの幅広い領

域においてNGNを活用した高機能，高信頼なネットワーク

ソリューションにより，お客様とともに新たな価値を創造し

ていくために関連技術の開発にいっそう注力いたします。本

特集を読者の皆様のご参考にしていただければ幸いです。

特集
「つながる，広がる―NGN時代のネットワークソリューション」監修

日立製作所　情報・通信グループ
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つながる，広がる
―NGN時代のネットワークソリューション

インターネットの登場以来，驚異的な速度で発展してきた日本のICT（Information
and Communication Technology）が，大きな転換点を迎えた。転換の基軸と
なるのは，多様な情報通信網をIP統合化する次世代ネットワーク，NGNである。固定
電話網がIPネットワークに置き換えられ，携帯電話に代表される移動通信網と融合
する。放送と通信の融合・連携が進む……。例えばこうした大変革を，NGNは可能
にする。また，単なるネットワーク基盤の転換だけではなく，データの伝送層とサー
ビス層とを分離することにより，サービス提供の自由度も格段に向上する。これは，
従来のインフラに依存したクローズドモデルから，オープンかつコラボレーティブなモ
デルへの，サービス提供におけるビジネスモデルの転換を意味する。
安全に，開かれた，新たな社会基盤NGN。その中で，さまざまなモノがつながりあ
い，価値創造の可能性を広げる。日立グループのネットワークソリューションは，そ
の可能性を見つめて進化していく。
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日立グループの映像ポータルサイト「Hitachi Theater」
http://www.film.hitachi.jp/
「Hitachi Theater」は，日立グループの映像ポータルサイトです。日立グループが取り組むビジネスやサービス，技術をわ

かりやすく紹介するオリジナル映像とともに，他では見ることのできない，歴史的にも貴重な秘蔵フィルムや，気楽に楽

しめる映像トピックスを多数ご用意しています。日立グループ横断広告「つくろう。」キャンペーンのCM映像なども公開

中です。ぜひご覧ください。

information

「人と共生し，人の暮らしや仕事をサポートする」――。
そんなコンセプトの下，研究に取り組んできた日立
が今回開発した，ロボット「EMIEW2」。2005年に開
発された「EMIEW」をより進化させた「EMIEW2」の
新たな機能や特長を紹介しています。

NEW

「事故を起こさないクルマをめざして」
新世代ステレオカメラ

人と共生し，人をサポートするロボット

「交通事故を無くしたい」――。富士重工業と日立
はクルマの安全性を高めるため，人の眼のように
立体的に物体を認識できるステレオカメラを共同
開発。障害物の大きさや形，距離，相対速度など
を，より正確に認識できる新世代ステレオカメラ
と，この高度な外界認識機能をベースにした運転
支援システムをご紹介します。

光トポグラフィがひらく未来
日立製作所フェロー　小泉英明　前編

モノづくりに魅せられて
日立製作所フェロー　小泉英明　後編

1971年の日立入社以来，環境・医療・脳計測分野に
おける技術開発をリードしてきた小泉英明フェロー。
原理発見から商品化まで，多くの革新技術を手がけ
てきた小泉フェローが今，取り組むのはみずから発
明した脳機能計測技術「光トポグラフィ」による「人
の心」の探求。これまで科学が踏み込むことのなかっ
た「人間」に挑戦する一人の日本人科学者を紹介す
るドキュメンタリー映像です。「前編」では現在の研
究テーマを，「後編」では「モノづくり」の原点をそれ
ぞれ解説しています。

シリーズ「開拓者たち」
第一話　自主独創

2010年に創業100周年を迎える日立製作所。その
歴史を辿る映像シリーズの第一弾。創業者小平浪
平は将来が約束された一流企業のエリート技術者
の地位を捨ててまで，なぜ，草深い日立の山奥に
身を投じたのか。青年時代から芽生えた小平の自
主技術の夢に迫りながら，日立製作所「創業」の
原点に迫ります。
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